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第３章 第２期南風原町子ども・子育て支援事業計画の実施状況と課題

○こども計画を策定するにあたり、令和２年度から令和６年度を計画期間として策定し、事業・施

策を実行してきた「第２期南風原町子ども・支援事業計画」の実施状況を点検し、現状と課題の

把握をしました。

評価１．地域における子育ての支援の充実

実施状況と課題

第２期計画の基本目標１では、地域における子育て支援の充実として、教育・保育施設等の確保

や地域における子育て支援事業、こどもの居場所づくりに取り組んできました。

○「(1)ニーズに対応した教育・保育施設等の円滑な利用の確保」

本項目ではＣ評価が多く、達成度が低い結果となりました。取組としては、増加した保育ニー

ズに対応するため、私立保育園の増改築や地域型保育の整備、私立保育園の新規整備を進めたこ

とで、待機児童解消につながりました。また、町立幼稚園でも高い保育ニーズに対応するため、

土曜日も含めた預かり保育に取り組んできました。一方で、年度途中からの保育ニーズに対応で

きていない現状があるほか、公立幼稚園の３歳児受け入れを検討してきましたが、計画期間中の

実施とはなりませんでした。

○「(2)地域子ども・子育て支援事業の推進」

本項目ではＣ評価の一部実施となっており、多様な保育ニーズに対応するため、病児保育事業

や一時預かり事業、ファミリーサポートセンター事業等を実施してきましたが、直近では保育士

不足のため一時預かり事業が実施ができていない施設があるほか、サポーター登録していても

都合が付かずに対応できない方も多いことから、引き続き人材の確保に努める必要があります。

○「(3)子どもの居場所づくり」

本項目では、Ｂ評価が多く、達成度が高い結果となりました。取組としては、学童期での居場

所として、放課後児童クラブの整備を進めてきたほか、地域の遊び場への支援、児童館の充実に

取り組んできました。一方で、放課後児童クラブには待機が発生しており、今後のこどもの人口

評価

計画以上に実施 Ａ

計画通り実施 Ｂ

計画の一部を実施 Ｃ

未実施 Ｄ

施 策
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(1)ニーズに対応した教育・保育施設等の円滑な利用の確保 0 1 3 0

(2)地域子ども・子育て支援事業の推進 0 0 1 0

(3)子どもの居場所づくり 0 4 1 2

基本目標１に関する評価
0 5 5 2

0.0％ 41.7％ 41.7％ 16.7％
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減と学童ニーズも踏まえて、適切な確保方策に取り組む必要があるほか、放課後児童クラブと放

課後子ども教室の一体的または連携型での実施については実施ができませんでした。

また、遊び場の確保については、各アンケート結果でも多く意見が出ており、既存の遊び場の維

持や改善、新たな地域資源の開拓も含め検討していく必要があります。

評価２．教育・保育等の質の確保と向上

実施状況と課題

第２期計画の基本目標２では、教育・保育の一体的な提供や施設で従事する人材の確保に取り組

んできました。

○「(1)幼児期の学校教育・保育の一体的提供、推進」

本項目ではＢ評価もありましたが、全体的にＣ評価が多く、達成度が低い結果となりました。

例えば、公立幼稚園の３歳児受入や認定こども園への移行については、関係課を交え検討を行い

ましたが、２期計画期間中での実施ができませんでした。引き続き検討し、幼児期における教育・

保育の一体的提供を推進する必要があります。

○「(2)人材の確保の推進」

本項目ではＢ評価が多く、達成度が高い結果となりました。取組としては、私立保育園におい

て、保育士の処遇改善や保育補助者の確保、独自の保育士就職一時金を実施し、保育士確保に取

り組んできました。一方で、保育士不足により年度途中の待機児童発生や、地域子育て支援セン

ターや一時預かり事業等が実施できていない現状があり、給与等の処遇改善に投じられている

公費の効果が確認できるよう費用の使途の見える化や、定着の課題となっている保護者との関

係等職場環境の改善等の取組も必要になっています。

また、公立幼稚園において、必要な幼稚園教諭及び副担任、預かり保育職員を配置し、円滑な

園運営に努めてきましたが、年度途中での退職や産休による不足職員の代替を即座に対応する

ことができませんでした。

幼稚園や保育施設、放課後児童クラブで従事する職員については、それぞれ資質向上のための

研修を実施しており、人材確保に加えて質の確保についても今まで以上に求めていく必要があ

ります。

施 策
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(1)幼児期の学校教育・保育の一体的提供、推進 0 3 5 1

(2)人材の確保の推進 0 4 1 0

基本目標２に関する評価
0 7 6 1

0.0％ 50.0％ 42.9％ 7.1％
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評価３．安心して子どもを産み育てるための支援充実

実施状況と課題

第２期計画の基本目標３では、地域における子育て世帯の交流機会の確保、相談支援体制の構築

と情報提供の充実、子育て世帯の経済的負担の軽減に取り組んできました。

○「(1)集い、交流による子育て支援の充実」

本項目ではＢ評価もありましたが、一部実施にとどまったものもあり、具体的には身近な子育

ての相談場所として、地域子育て支援センターでの相談や交流機会を確保してきましたが、直近

では保育士不足のため実施ができていない施設があります。

○「(2)相談、情報提供の充実」

本項目ではすべてＢ評価と高い達成度となりました。取組としては、児童福祉と母子保健との

連携により妊娠期からの相談支援体制を構築することができました。一方で、保護者アンケート

結果では、子育てに不安や負担感を感じる保護者がいまだ多いほか、少数ではありますが相談で

きる相手が「いない」と回答した人もいる現状があります。妊娠期からの切れ目のない相談支援

体制の充実に努める必要があります。

また、子育て支援に関する情報については、ホームページやＬＩＮＥ等を活用し、都度情報発

信に取り組むことが出来ました。保護者アンケート結果では、「教育・保育施設の情報、利用に

関する相談」や｢産後の母子の健康・新生児に関する相談｣が高い比率で求められており、引き続

き積極的な情報発信に取り組む必要があります。

○「(3)経済的負担軽減策の推進」

本項目では計画以上に達成となった施策もありました。一方で、保護者アンケート結果だけで

はなく、各種アンケート結果においても経済的負担軽減を求める声が多く、本町が実施している

こども医療費助成の高校生までの対応はアンケート結果からも評価を得ている事が分かること

から、引き続き子育て家庭の経済的負担軽減に取り組む必要があります。

施 策
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(1)集い、交流による子育て支援の充実 0 1 1 0

(2)相談、情報提供の充実 0 11 0 0

(3)経済的負担軽減策の推進 1 2 0 0

基本目標３に関する評価
1 14 1 0

6.3％ 87.5％ 6.3％ 0.0％
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評価４．要保護児童への対応などきめ細かな取組の推進

実施状況と課題

第２期計画の基本目標４では、児童虐待防止やひとり親家庭に対する支援の充実、特別な支援が

必要なこどもに対する支援やこどもの孤立(貧困)対策など、困難な状況にあるこどもや家庭に対

する支援に取り組みました。

○「(1)児童虐待防止対策の充実」

本項目ではＢ評価が多い中、人員確保に課題があり、一部実施となった施策もありました。取

組としては、児童虐待防止について様々な媒体を活用し、早期発見・早期対応のための広報啓発

に取り組みました。また、支援世帯に対する家事支援や専門職による訪問、学校における定期会

議への参加や保健師・こどもの居場所事業者との定期会議を開催し、関係機関と密な情報共有を

行うことで、支援体制を構築し、虐待予防に取り組みました。令和４年度からは子ども家庭総合

支援拠点による虐待対策の強化をを行っています。

児童虐待については、育児不安や経済的困窮、地域での孤立化など、家庭が持つ様々な問題が

要因となって発生することから、引き続き虐待の未然防止と早期発見・早期対応に取り組んで行

く必要があります。

○「(2)ひとり親家庭の支援の充実」

本項目ではＢ評価が多い中で、周知が不足し一部実施となった施策もありました。取組として

は、ひとり親家庭からの相談内容に応じた貸付や就労支援等の案内を行うとともに、生活の安定

と向上及び児童の心身の健やかな成長のため、児童扶養手当の支給を行いました。ひとり親家庭

は保護者アンケート結果からも社会的な孤立感を抱えている事が多いことが分かっており、経

済的に困窮している場合が多いため、それぞれの世帯に寄り添った相談支援から、必要な支援に

つなげていく必要があります。

○「(3)特別な支援が必要な子どもに対する支援の充実」

本項目ではすべてがＢ評価で高い達成度となりました。取組としては、基幹相談支援センター

や委託相談支援事業所において、障がい児の相談支援を行っており、医療的ケア児を含め、障が

い児に関する相談対応は増加傾向にあるため、健診時において、心理士が参加し相談対応するこ

とで早期発見・早期対応に取り組むほか、保護者への理解促進や保育士等の資質向上に取り組ん

でいます。こどものライフステージの変化により支援機関が変わることから、こどもの特性を正

確に引き継いでいくことが重要であり、関係機関の連携体制を強化する必要があります。

施 策
評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(1)児童虐待防止対策の充実 0 4 1 0

(2)ひとり親家庭の支援の充実 0 3 1 0

(3)特別な支援が必要な子どもに対する支援の充実 0 17 0 0

(4)子どもの孤立(貧困)対策の充実 2 2 0 0

基本目標４に関する評価
2 26 2 0

6.7％ 86.7％ 6.7％ 0.0％
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○「(4)子どもの孤立(貧困)対策の充実」

本項目ではすべてＢ評価以上と高い達成度となりました。取組としては、「子ども元気ＲＯＯ

Ｍ」の実施や子ども元気支援員の配置、若年妊産婦への支援により、親やこどもの孤立解消とそ

れぞれの自立につなげることができたほか、経済的理由により、就学困難な児童生徒に対して学

用品費や学校給食などの援助を行い、教育負担軽減を図ることで、就学機会の確保につながりま

した。引き続き自立に向けた支援体制の構築と経済的負担の軽減に取り組んで行く必要があり

ます。
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